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．
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e
d

b
u
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普
及

員
の

皆
様

へ
＝

目
次

Ⅰ
．

は
じ

め
に


ミ

ャ
ン

マ
ー

で
は

、
ゴ

マ
は

収
穫

後
一

旦
野

積
さ

れ
、

そ
の

後
島

立
さ

れ
る

。
こ

こ
で

は
、

こ
れ

ら
の

ゴ
マ

を
「
野

積
ゴ

マ
（
P

ili
n
g 

se
sa

m
e
）
」
、

「
島

立
ゴ

マ
（
S
ta

n
d
in

g
se

sa
m

e
）
」
と

呼
ぶ

。


野

積
ゴ

マ
や

島
立

ゴ
マ

に
害

虫
が

発
生

し
、

被
害

を
及

ぼ
す

恐
れ

が
あ

る
。

適
切

な
防

除
対

策
を

立
て

る
に

は
、

害
虫

の
発

生
実

態
を

知
る

必
要

が
あ

る
。

本
マ

ニ
ュ

ア
ル

は
農

家
と

普
及

員
を

対
象

と
し

た
も

の
で

、
圃

場
調

査
結

果
に

基
づ

い
て

、
野

積
ゴ

マ
・
島

立
ゴ

マ
の

害
虫

を
紹

介
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Ⅱ
．

害
虫

と
被

害
の

調
査

方
法

調
査

方
法

調
査

項
目

調
査

方
法

害
虫

調
査

 (
1)

 見
取

り
法

◎
野

積
ゴ

マ
と

島
立

ゴ
マ

に
お

い
て

害
虫

を
直

接
調

査

 (
2)

 す
く
い

取
り

法
◎

収
穫

後
の

圃
場

で
、

捕
虫

網
（直

径
36

cm
）4

0回
振

り
で

害
虫

を
捕

獲

 (
3)

 黄
色

粘
着

ト
ラ

ッ
プ

法
◎

黄
色

粘
着

坂
（2

0c
m

×
10

cm
）を

3枚
設

置

被
害

調
査

◎
野

積
ゴ

マ
と

島
立

ゴ
マ

に
お

い
て

、
被

害
葉

と
被

害
莢

の
有

無
を

調
査

◎
実

体
顕

微
鏡

下
で

「し
い

な
」数

を
調

査

ゴ
マ

の
栽

培
ス

テ
ー

ジ

播
種

期
栽

培
前

期

栽
培

後
期

開
花

期

野
積

期
島

立
期

（
島

立
ゴ

マ
）

（
野

積
ゴ

マ
）

Ⅲ
．

野
積

ゴ
マ

・
島

立
ゴ

マ
に

お
け

る
害

虫
と

被
害
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ゴ
マ

の
主

要
害

虫
と

被
害

Ins
ec

t p
es

ts
Ap

hid
s

(V
ec

tor
)

Le
afh

op
pe

rs
(S

es
am

e j
as

sid
etc

., V
ec

tor
)

Bu
gs

(S
es

am
e

se
ed

 bu
g

etc
.)

Sc
ara

bs
(S

es
am

e
bla

ck
 be

etl
e

etc
.)

Py
ral

id
mo

ths
(S

es
am

e
lea

fro
lle

r)

Sp
hin

x
mo

ths
(D

ea
th’

s
he

ad
 m

oth
etc

.)

Tig
er 

mo
ths

(C
om

mo
n

ha
iry

ca
ter

pil
lar

etc
.)

Ow
let

mo
ths

(C
ott

on
bo

llw
or

m
etc

.)

Te
rm

ite
s

害
虫

ア
ブ

ラ
ム

シ
類

（ベ
ク

タ
ー

）
 ヨ

コ
バ

イ
類

（ベ
ク

タ
ー

）
カ

メ
ム

シ
類

コ
ガ

ネ
ム

シ
類

メ
イ

ガ
類

ス
ズ

メ
ガ

類
ヒ

ト
リ

ガ
類

ヤ
ガ

類
シ

ロ
ア

リ
類

野
積

・島
立

期
（収

穫
後

）

  
(1

) 
害

虫
○

○
●

〇
×

〇
〇

○
○

  
(2

) 
被

害
×

×
●

×
×

×
○

×
×

栽
培

前
期

・後
期

（栽
培

中
）

(1
) 
害

虫
○

●
○

○
○

○
○

○
○

  
(2

) 
被

害
○

●
○

○
○

○
○

○
○

注
：発

生
状

況
：×

＝
未

発
生

、
○

＝
発

生
、
●

＝
多

発
生

  


野

積
ゴ

マ
と

島
立

ゴ
マ

で
、

様
々

な
害

虫
が

観
察

さ
れ

る
。

こ
れ

ら
の

害
虫

の
ほ

と
ん

ど
は

、
栽

培
後

期
に

発
生

し
た

も
の

が
、

収
穫

株
と

と
も

に
運

ば
れ

た
も

の
で

、
実

害
は

小
さ

い
。


た

だ
し

、
カ

メ
ム

シ
類

は
野

積
ゴ

マ
や

島
立

ゴ
マ

に
飛

来
し

、
ゴ

マ
を

加
害

す
る

。

野
積

ゴ
マ

と
島

立
ゴ

マ
で

は
、

カ
メ

ム
シ

類
に

よ
る

被
害

が
大

き
い

！

Se
sa
m
e 
se
ed

 b
ug

El
as
m
ol
om

us
so
rd
id
us

Ly
ga
eo

id
ea

Bu
gs
 (S

es
am

e 
se
ed

 b
ug

 e
tc
.)

特
に

危
険

な
害

虫
Se
sa
m
e 
se
ed

 b
ug

が
多

発
！

な
ぜ

危
険

な
の

か
？

「
収

量
減

少
と

品
質

低
下

」

収
量

減
少

（
し

い
な

ゴ
マ

発
生

）

し
い

な
ゴ

マ

健
全

ゴ
マ
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Se
sa
m
e
se
ed

bu
gの

加
害

で
遊

離
脂

肪
酸

が
増

加
（
酸

価
Ac

id
va
lu
eの

上
昇

）

品
質

低
下

（
酸

価
上

昇
）

Se
sa
m
e
se
ed

bu
gの

仲
間

＊
野

積
ゴ
マ
と
島

立
ゴ
マ
は

、
こ
れ

ら
の

カ
メ
ム
シ
類

に
も

加
害

さ
れ

る
（
Se

sa
m
e
se
ed

bu
g 
体

長
9.
0±

0.
5m

m
、

胸
幅

3.
3±

0.
3m

m
）
。

小
型

種
体

長
8.
8±

1.
2m

m
胸

幅
2.
6±

0.
6m

m

大
型

種
体

長
13

.0
±

1.
1m

m
胸

幅
4.
2±

0.
2m

m

＊
栽

培
中

の
ゴ
マ
は

様
々

な
Bu

gs
に
よ
っ
て
加

害
さ

れ
る
。
野

積
ゴ
マ
や

島
立

ゴ
マ
で
も
観

察
さ
れ

る
が

、
実

害
は

小
さ
い
と
思

わ
れ

る
。

様
々

な
Bu

gs
Le
af
ho

pp
er
s（
Ja
ss
id
）
と

Ph
yt
op

la
sm

a病
（
Ph

ill
od

y）

＊
Se

sa
m
e 
ja
ss
id

(O
ro
siu

s
al
bi
cin

ct
us
) が

唯
一

の
媒

介
虫

で
、
主

に
栽

培
中

に
感

染
・
発

病
す
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

ゴ
マ
で
激

発
し
て
い
る
。

島
立

で
の

Ph
ill
od

yゴ
マ

野
積

で
の

Ph
yl
lo
dy

ゴ
マ

栽
培

期
に

発
生

し
た

発
病

株
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健
全

株
（
莢

あ
り
）

病
気

株
（
莢

な
し
）

＊
病

気
株

に
は

莢
が

ほ
と
ん
ど
つ
か

な
い
た
め
、

激
し
く
減

収
す
る
。
野

積
ゴ
マ
や

島
立

ゴ
マ
で

は
、
病

気
は

広
が

ら
な
い
。

Ph
yt
op

la
sm

a病
（
Ph

ill
od

y）

Ap
hi
ds
と
ウ
イ
ル

ス
病

＊
Ap

hi
ds
が

、
栽

培
中

に
病

気
を
媒

介
す
る
。
発

病
し
た
ゴ
マ
に
は

、
莢

が
ほ

と
ん
ど
つ
か

な
く
な
る
。
野

積
ゴ
マ
・
島

立
ゴ
マ
で
は

病
気

は
広

が
ら
な
い
。

モ
ザ

イ
ク
症

状
（
見

分
け
に
く
い
）

病
気
株

（
莢
な
し
）

健
全
株

（
莢
あ
り
）

Sc
ar
ab

s (
Se

sa
m
e 
bl
ac
k 
be

et
le
 e
tc
.)

＊
栽

培
中

に
幼

虫
が

ゴ
マ
の

根
を
加

害
す
る
。

野
積

ゴ
マ
や

島
立

ゴ
マ
に
は

実
害

は
な
い
。

幼
虫

成
虫

Sp
hi
nx

 m
ot
hs
 

(D
ea

th
’s 
he

ad
 m

ot
h 
et
c.)

＊
栽

培
中

に
幼

虫
が

ゴ
マ
の

葉
を
激

し
く
加

害
す
る
。

野
積

ゴ
マ
や

島
立

ゴ
マ
に
は

実
害

は
な
い
。



93

Ti
ge
r m

ot
hs
 (C

om
m
on

 
ha

iry
 ca

te
rp
ill
ar
 e
tc
.)

他
の

Ha
iry

ca
te
rp
ill
ar
 

莢
の

被
害

＊
栽

培
中

に
幼

虫
が

ゴ
マ
の

葉
や

莢
を
激

し
く
加

害
す
る
。

野
積

ゴ
マ
や

島
立

ゴ
マ
で
は

莢
を
加

害
さ
れ

る
恐

れ
が

あ
る
。

Te
rm

ite
s

地
上

の
ア
リ
塚

＊
栽

培
後

期
に
地

際
部

の
茎

の
内

部
を
加

害
す
る
。

野
積

ゴ
マ
や

島
立

ゴ
マ
に
は

実
害

は
な
い
。樹

上
の

ア
リ
の

巣

＊
野

積
ゴ
マ
や

島
立

ゴ
マ
で
、
Co

tto
n 
bo

llw
or
m
 e
tc
.、

M
ea

ly
bu

gs
、
Fl
at
id

pl
an

th
op

pe
rs
、
Ra

ts
が

観
察

さ
れ

た
。
実

害
は

明
ら
か

で
な
い
。

そ
の

他

Ⅳ
．
害

虫
の

見
分

け
方
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ゴ
マ

害
虫

の
見

分
け

方
（
１

）

害
虫

名
特

徴
写

真
番

号

Ap
hi

ds
◎

小
さ

く
て

見
つ

け
に

く
い

。
◎

有
翅

成
虫

と
無

翅
成

虫
が

い
る

。
◎

腹
部

に
2本

の
管

（
co

rn
ic

le
）が

あ
る

。
Ph

ot
o 

1

Le
af

ho
pp

er
s 

(S
es

am
e

jas
sid

 e
tc

.)

◎
様

々
な

種
類

の
Le

af
ho

pp
er

が
い

る
が

、
い

ず
れ

も
小

さ
く
て

見
つ

け
に

く
い

。
◎

S
e
sa

m
e
 j
as

si
dは

薄
茶

色
で

、
翅

に
は

ま
だ

ら
模

様
が

あ
る

。

Ph
ot

o 
2

Bu
gs

 (S
es

am
e 

se
ed

 b
ug

et
c.

)

◎
様

々
な

種
類

の
カ

メ
ム

シ
が

ゴ
マ

を
加

害
す

る
。

◎
S
e
sa

m
e
 s

e
e
d 

bu
gは

小
型

で
黒

っ
ぽ

く
、

見
つ

け
に

く
い

。

Ph
ot

o 
3

Ph
ot
o
1

Ph
ot
o
2

Ph
ot
o
3

写
真

番
号

（
Ph

ot
o

1
～

3
）

Se
sa
m
e 
ja
ss
id

Se
sa
m
e 
se
ed

 b
ug

s
そ

の
他

の
Bu

gs

ゴ
マ

害
虫

の
見

分
け

方
（
２

）

害
虫

名
特

徴
写

真
番

号

Sc
ar

ab
s 

(S
es

am
e 

bl
ac

k
be

et
le 

et
c.

)

◎
幼

虫
は

株
元

の
土

の
中

に
い

る
の

で
見

つ
け

や
す

い
。

◎
成

虫
の

体
色

は
様

々
で

あ
る

が
、
幼

虫
は

白
い

。

Ph
ot

o 
4

Py
ra

lid
 m

ot
hs

 (S
es

am
e

lea
fro

lle
r)

◎
幼

虫
は

、
栽

培
中

の
ゴ

マ
の

先
端

部
の

葉
を

綴
り

あ
わ

せ
て

食
害

す
る

。
Ph

ot
o 

5

Sp
hin

x 
m

ot
hs

 (D
ea

th
’s

he
ad

 m
ot

h 
et

c.
)

◎
老

齢
幼

虫
は

ゴ
マ

の
茎

上
に

お
り

、
大

き
く
て

見
つ

け
や

す
い

。
◎

幼
虫

の
尾

端
に

は
棘

状
の

器
官

（c
au

da
l h

or
n）

が
あ

る
。

Ph
ot

o 
6

Ph
ot
o
4

Ph
ot
o
5

Ph
ot
o
6

写
真

番
号

（
Ph

ot
o
4～

6）
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ゴ
マ

害
虫

の
見

分
け

方
（
３

）

害
虫

名
特

徴
写

真
番

号

Ti
ge

r m
ot

hs
 (C

om
m

on
ha

iry
 c

at
er

pi
lla

r e
tc

.)
◎

幼
虫

は
ケ

ム
シ

（
h
ai

ry
 c

at
e
rp

ill
ar

）
で

、
見

つ
け

や
す

い
。

Ph
ot

o 
7

Ow
let

 m
ot

hs
 (C

ot
to

n
bo

llw
or

m
 e

tc
.)

◎
幼

虫
は

イ
モ

ム
シ

（
c
at

e
rp

ill
ar

）
で

、
様

々
な

種
類

が
い

る
。

◎
C

o
tt

o
n
 b

o
llw

o
rm

の
老

齢
幼

虫
は

大
型

で
あ

る
が

、
日

中
は

見
つ

け
に

く
い

。

Ph
ot

o 
8

Te
rm

ite
s

◎
ア

リ
の

仲
間

で
は

な
い

が
、

ア
リ

に
似

て
い

る
。

◎
頭

部
は

茶
色

で
、

腹
部

は
白

い
。

Ph
ot

o 
9

Ph
ot
o
7 Ph

ot
o
9

Ph
ot
o
8

写
真

番
号

（
Ph

ot
o
7～

9）

Ⅵ
．

害
虫

問
題

と
野

積
ゴ

マ
・
島

立
ゴ

マ
＝

ま
と

め
＝

（
１

）
野

積
ゴ

マ
・
島

立
ゴ

マ
害

虫
様

々
な

害
虫

が
見

ら
れ

る
が

、
そ

の
多

く
は

栽
培

後
期

に
発

生
し

、
収

穫
時

に
持

ち
込

ま
れ

た
も

の
で

あ
る

。

（
２

）
S
e
sa

m
e

se
e
d

b
u
g

野
積

ゴ
マ

や
島

立
ゴ

マ
に

飛
来

し
、

増
殖

す
る

。
増

殖
し

た
大

量
の

成
虫

と
幼

虫
が

ゴ
マ

を
加

害
す

る
。

野
積

ゴ
マ

・
島

立
ゴ

マ
で

最
も

危
険

な
害

虫
で

あ
る

。

Se
sa
m
e
se
ed

bu
gの

加
害

に
よ

っ
て

、
ゴ

マ
の

品
質

低
下

（
遊

離
脂

肪
酸

の
増

加
）
と

収
量

減
少

（
し

い
な

ゴ
マ

発
生

）
が

起
こ

る
。
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（
３

）
野

積
と

島
立

遊
離

脂
肪

酸
の

増
加

の
よ

う
な

品
質

低
下

は
、

物
理

的
要

因
（
水

分
、

温
度

等
）
に

よ
っ

て
起

こ
る

が
、

生
物

的
要

因
（
S
e
sa

m
e

se
e
d

b
u
g）

に
よ

っ
て

も
品

質
低

下
が

助
長

さ
れ

る
。

島
立

は
、

物
理

的
な

要
因

に
よ

る
遊

離
脂

肪
酸

の
増

加
抑

制
に

は
極

め
て

有
効

で
あ

る
。

し
か

し
、

生
物

的
な

要
因

か
ら

み
た

場
合

、
S
e
sa

m
e
 

s e
e
d
 b

u
gが

発
生

し
、

ゴ
マ

を
加

害
す

る
た

め
、

島
立

で
も

注
意

が
必

要
で

あ
る

。

（
４

）
乾

燥
方

法
の

見
直

し
ゴ

マ
の

乾
燥

方
法

の
見

直
し

が
必

要
で

あ
る

。
野

積
を

行
わ

ず
、

収
穫

後
直

ち
に

島
立

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。 し
か

し
、

降
雨

が
続

く
と

島
立

で
も

容
易

に
乾

燥
し

な
い

こ
と

が
あ

る
。

S
e
sa

m
e

se
e
d

b
u
gに

よ
る

品
質

低
下

や
収

量
減

少
も

懸
念

さ
れ

る
。

ゴ
マ

の
輸

出
に

不
可

欠
な

高
品

質
ミ

ャ
ン

マ
ー

ゴ
マ

の
生

産
を

め
ざ

し
た

乾
燥

方
法

⇒
室

内
乾

燥
施

設

　
物

理
的

品
質

低
下

要
因

（
水

分
・
温

度
・
光

等
）
：
酸

価
上

昇
（
遊

離
脂

肪
酸

増
加

）

野
積

 ×
島

立
 ○

生
物

的
品

質
低

下
要

因
（
S

e
sa

m
e
 s

e
e
d 

bu
g）

島
立

 △
　

：
酸

価
上

昇

生
物

的
収

量
減

少
要

因
（
S

e
sa

m
e
 s

e
e
d 

bu
g）

　
：
し

い
な

ゴ
マ

発
生

 開
口

部
に

網
を

張
っ

た
室

内
乾

燥
施

設
 ◎

野
積

ゴ
マ

と
島

立
ゴ

マ
の

品
質

低
下

・
収

量
減

少
要

因
と

望
ま

し
い

乾
燥

方
法

Ⅶ
．
Se

sa
m
e
se
ed

bu
g調

査
の

提
案

＝
普

及
員

の
皆

様
へ

＝
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（
１
）
S
e
sa
m
e
se
e
d
b
u
gを

調
べ

よ
う
！

夏
ゴ
マ
、
雨

季
ゴ
マ
、
乾

季
ゴ
マ
を
対

象
と
し
、
様

々
な
圃

場
に
お
い
て
、
野

積
ゴ
マ
や

島
立

ゴ
マ
で
発

生
し

て
い
る
S
e
sa
m
e
se
e
d
b
u
gの

密
度

を
調

べ
、
記

録
す

る
。

（
２
）
ゴ
マ
の

し
い
な
発

生
を
調

べ
よ
う
！

夏
ゴ
マ
、
雨

季
ゴ
マ
、
乾

季
ゴ
マ
を
対

象
と
し
、
様

々
な
圃

場
に
お
い
て
ゴ
マ
の

実
を
採

取
し
、
事

務
所

へ
持

ち
帰

る
。
持

ち
帰

っ
た
ゴ
マ
の

し
い
な
数

を
調

べ
、

記
録

す
る
（
1
,0
0
0
粒

調
査

）
。

（
３
）
S
e
sa
m
e
se
e
d
b
u
gを

防
除

し
よ
う
！

島
立

ゴ
マ
へ

の
網

掛
け
は

理
論

上
有

効
で
あ
る
が

、
成

虫
は

体
長

9.
0±

0.
5m

m
、
胸

幅
3.
3±

0.
3m

m
と

小
さ
い
た
め
、
目

が
細

か
い
網

（
1
～

2
m
m
）
で
覆

う
必

要
が

あ
る
。
ま
た
、
網

掛
け
が

収
量

・
品

質
へ

及
ぼ

す
影

響
を
明

ら
か

に
す
る
必

要
が

あ
る
。

島
立

ゴ
マ
を
対

象
と
し
、
試

験
区

（
網

掛
区

と
網

掛
な
し
区

）
を
設

け
る
。
脱

穀
時

に
各

試
験

区
に
お
け
る

S
e
sa
m
e
se
e
d
b
u
g密

度
、
し
い
な
数

、
酸

価
（
A
c
id

va
lu
e
）
を
調

べ
、
網

掛
け
の

S
e
sa
m
e
se
e
d
b
u
g防

除
効

果
と
問

題
点

を
明

ら
か

に
す
る
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
け
る

ゴ
マ
農

業
の
発

展
を
目

指
し
て

本
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
農

業
畜

産
灌

漑
省

農
業

局
（
DO

A）
・
研

究
局

（
DA

R）
の

協
力

の
も
と
に

日
本

国
農

林
水

産
省

（
M
AF

F, 
Ja
pa

n）
事

業
と
し
て
、

国
際

農
林

業
協

働
協

会
（
JA
IC
AF

）
に
よ
っ
て
作

成
さ
れ

た
。
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